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連
　
載 未

来
史
と
い
う
視
点

―
―
未
来
を
歴
史
と
し
て
と
ら
え
る

佐
藤
建
吉

代
表
理
事
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Something
NEWS
ふるさと

第㉞回

▼
未
来
史
と
は

筆
者
は
、
風
力
発
電
の
ほ

か
技
術
史
と
い
う
技
術
の
発

展
の
歴
史
も
研
究
分
野
と
し

て
き
た
。
そ
の
対
象
に
は
、

本
紙
で
も
紹
介
し
た
英
国
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
イ
ザ
ム
バ
ー

ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ

ル
、
ま
た
関
連
で
産
業
革
命

や
粉
ひ
き
風
車
も
取
り
上
げ

て
き
た
。
そ
れ
は
、
現
在
に

お
け
る
「
技
術
」
の
獲
得
や

そ
れ
を
導
い
た
人
物
や
社
会

情
勢
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
で
、
過
去
へ
の
洞
察
が
主

な
視
点
と
な
る
。

最
近
、
ふ
と
し
た
こ
と
か

ら
、「
未
来
史
」
と
い
う
研
究

分
野
を
思
い
つ
い
た
。「
未
来
」

と
「
歴
史
」、
相
反
す
る
言
葉

の
対
照
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ

う
に
考
え
る
と
合
点
が
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

私
た
ち
は
、
未
来
を
展
望

し
、
描
く
。
そ
し
て
語
り
、

表
現
す
る
。
あ
る
い
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
未
来
や
将
来
に
向

け
思
い
を
め
ぐ
ら
す
。
例
え

ば
、
子
供
の
こ
ろ
に
、「
夢

は
何
で
す
か
？
」
と
問
わ
れ

る
。
「
え
ぇ
と
、
○
○
で

す
」
と
答
え
る
。
あ
る
い

は
、
明
快
に
「
●
●
で
す
」

と
答
え
る
子
も
い
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
10
年
や
20
年

が
過
ぎ
る
。
そ
の
間
に
は
い

ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
時
々
に
、
未
来
の
夢
を
模

索
す
る
。
そ
し
て
、
い
つ
し

か
、
今
日
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
、
夢
見
た
こ
ろ
か

ら
、
現
在
ま
で
の
過
去
の
経

験
を
考
え
、
分
析
す
る
こ
と

を
、「
未
来
史
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
て
み
よ
う
。
そ
の
道

程
や
人
生
を
考
え
る
。
従
来

の
自
分
史
や
人
生
史
と
似
て

い
る
が
、
単
に
回
顧
す
る
の

と
は
異
な
り
、
そ
の
と
き
未

来
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

た
か
を
分
析
す
る
体
系
を

「
未
来
史
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

し
た
い
。

換
言
す
れ
ば
、
い
つ
の
時

点
に
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
、
そ
し
て
歩
ん
で
来

た
か
を
、
論
述
す
る
視
点
と

い
え
る
。
従
来
に
お
い
て

は
、
未
来
は
Ｓ
Ｆ
作
家
が
描

い
て
小
説
や
映
画
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
一
コ
マ
の

記
述
で
あ
り
、
研
究
分
野
と

は
な
っ
て
い
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
ト
レ

ン
ド
（
現
状
）、
ス
コ
ー
プ

（
展
望
）
な
ど
は
、
技
術
や

方
法
の
導
入
や
開
発
は
、
未

来
へ
向
か
う
ア
プ
ロ
ー
チ
そ

の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
い

本
稿
で
は
、
未
来
史
の
視
点

か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
も
小
括
し
て
み
た
い
。

▼
『
未
来
史
閲
覧
』

こ
の
主
題
の
ヒ
ン
ト
は
、

時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
中

か
ら
今
回
の
主
題
に
関
わ
る

も
の
を
上
げ
て
み
よ
う
。

同
誌
の
１
９
８
８
年
２
月

14
日
発
行
の
臨
時
増
刊
号
で

は
、『

21
世
紀
は
こ
う
な

る
』
と
銘
打
っ
て
３
部
構
成

で
、
来
る
べ
き
次
世
紀
を
予

測
し
て
い
る
。
①
社
会
と
生

活
、
②
２
０
０
１
年
の
日

本
、
③
７
大
戦
略
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

資
料
編
と
し
て
④
「
日
本
の

未
来
を
読
め
る
最
新
デ
ー

タ
」
を
掲
げ
て
い
る
。

ま
た
、
翌
年
の
１
９
８
９

年
２
月
14
日
に
は
、『
21
世

紀
は
こ
う
な
る
』
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

２
と
し
て
、
再
度
日
本
の
発

展
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
⑤
21
世
紀
の
日
本
、
⑥

21
世
紀
の
ト
レ
ン
ド
、
⑦
日

本
を
か
え
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
⑧
日
本
の
未
来
が

わ
か
る
最
新
デ
ー
タ
、
と
な

っ
て
い
る
。

未
来
史
か
ら
見
る
と
、
解

説
記
事
は
、
検
討
の
宝
庫
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
当
時

の
時
代
背
景
に
あ
る
。
21
世

紀
を
迎
え
る
と
い
う
期
待

感
。
そ
れ
は
未
知
へ
の
遭
遇

で
あ
り
、
夢
と
期
待
感
に
あ

ふ
れ
て
い
た
。
１
９
９
０
年

代
か
ら
２
０
０
０
年
代
へ
の

移
行
は
、
単
に
数
字
の
繰
り

上
が
り
か
ら
考
え
て
も
同
意

で
き
る
。
そ
の
際
、
一
時
的

に
「
２
０
０
０
年
問
題
」

（
Ｙ
２
Ｋ
問
題
）
が
登
場
し

た
が
、
対
策
も
施
さ
れ
大
過

な
く
２
０
世
紀
の
最
後
の
年

を
通
過
し
、
21
世
紀
を
迎
え

た
。『

Ｎ
ｅ
ｗ
ｔ
ｏ
ｎ
』
は
、

１
９
９
１
年
と
２
０
０
３
年

に
も
未
来
予
測
を
刊
行
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
未
来
史
に

１
年
１
月
２
日
と
３
日
の
、

そ
れ
ぞ
れ
３
面
と
１
面
に
、

『
二
十
世
紀
の
預
言
』
と
題

し
て
、
23
項
目
に
つ
い
て
の

未
来
予
測
記
事
を
掲
載
し

た
。
そ
の
う
ち
の
多
く
は
、

実
現
し
て
い
た
。
例
と
し
て

は
、
無
線
電
信
及
電
話
（
→

携
帯
電
話
）、
遠
距
離
の
写

真
（
→
電
送
写
真
）、
七
日

間
世
界
一
周
（
→
航
空
機
に

よ
る
世
界
旅
行
）、
暑
寒
知

ら
ず
（
→
エ
ア
コ
ン
）、
人

声
十
里
に
達
す
（
→
電
話
や

防
災
無
線
）、
買
物
便
法
（
→

通
信
販
売
）、
鉄
道
の
速
力

（
→
新
幹
線
）、
市
街
鉄
道

（
→
地
下
鉄
や
路
面
電
車
）、

自
動
車
の
世
（
→
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
）、
電
気
の
輸

送
（
→
発
電
所
と
送
電
）
な

ど
の
よ
う
に
、
□
□

（
→
〇
〇
）
と
し
て
実

現
し
て
い
る
。

未
来
予
測
を
過
去
の

あ
る
時
点
か
ら
の
時
間

経
過
に
よ
り
を
考
え
る

と
「
未
来
史
」
と
な

る
。
成
功
と
失
敗
の
歴

史
に
関
し
て
は
、
そ
の

面
で
は
「
技
術
史
」
と

も
重
な
る
。

▼
『
Ｎ
ｅ
ｗ
ｔ
ｏ
ｎ
』

誌
は
好
例

筆
者
の
自
宅
の
書
架

に
は
、『
Ｎ
ｅ
ｗ
ｔ
ｏ

ｎ
』
誌
が
何
冊
か
あ

る
。
毎
月
買
っ
て
い
た

産
経
新
聞
社
『
未
来
史
閲

覧
』
で
あ
っ
た
。
同
書
は
、

「
未
来
史
」
で
は
な
い
。

報
知
新
聞
で
は
、
１
９
０

つ
い
て
は
、
今
後
、
詳
し
く

分
析
し
た
い
。

▼
風
力
発
電
の
未
来
史

『
Ｎ
ｅ
ｗ
ｔ
ｏ
ｎ
』
で

は
、
風
力
発
電
に
つ
い
て
、

２
０
０
３
年
９
月
号
で
も
８

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
解
説
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、「
世
界

で
急
増
す
る
風
力
発
電
」
と

い
う
時
代
背
景
に
後
押
し
さ

れ
た
も
の
で
、〝
２
０
０
３

年
４
月
１
日
、
日
本
で
は

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
特
別

措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
電
力
会
社
が
販
売
す

る
電
力
の
一
定
量
を
、
風
力

発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど
の

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
ま
か

な
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も

の
だ
〟
と
期
待
感
を
述
べ
て

い
る
。

特
に
こ
の
号
で
は
、
牛
山

泉
氏
が
イ
ン
ダ
ビ
ュ
ー
に
応

え
、「
洋
上
風
力
発
電
」
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
応
え
、
写
真
の
よ
う
に
デ

ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
沖
合
の
ミ
ド
ル
グ
ル
デ

ン
洋
上
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

電
に
関
す
る
未
来
予
測
も
、

10
年
、
20
年
後
か
ら
見
れ
ば

「
未
来
史
」
と
な
る
。

Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ａ
と
グ
リ
ン
ピ
ー

ス
は
、「
ウ
イ
ン
ド
・
フ
ォ

ー
ス
12
」（
Ｗ
Ｆ
12
）
と
い

う
21
世
紀
を
展
望
し
た
風
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
シ
ナ
リ

オ
を
発
表
し
て
い
た
。
筆
者

は
、
Ｗ
Ｆ
12
の
全
文
を
、『
風

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
誌
に
、
５

回
連
載
で
翻
訳
掲
載
し
た

【
註
１
】。

当
時
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
、
特
に
風
力
の

利
用
は
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
、

新
型
風
車
開
発
等
と
関
連
し

て
益
々
脚
光
を
浴
び
て
い
た

時
期
で
、
と
り
わ
け
明
確
な

数
値
目
標
を
呈
示
し
た
点
に

お
い
て
、「
Ｗ
Ｆ
12
」
の
意

義
は
大
き
い
。
数
値
目
標
を

実
現
す
る
に
は
、
従
来
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
に
向

け
て
多
く
の
政
治
・
経
済
・

法
律
改
正
と
、
事
業
者
・
取

扱
機
関
の
構
築
と
実
施
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
設
等
の

実
現
を
必
要
と
す
る
。
そ
し

て
そ
の
担
い
手
と
し
て
の
事

業
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
社

会
の
し
く
み
の
修
正
を
促
す

こ
と
に
な
る
。

わ
が
国
の
場
合
、
未
来
史

か
ら
は
、「
Ｗ
Ｆ
12
」
を
無

視
し
た
感
が
あ
る
が
、
中
国

は
十
分
に
意
識
し
、
国
家
主

導
で
風
力
発
電
の
政
策
転
換

と
推
進
を
行
っ
た
。

▼
中
国
・
上
海
の
未
来
史

筆
者
が
注
目
し
た
中
国
の

例
は
、
揚
子
江
河
口
に
あ
り

上
海
の
食
糧
生
産
基
地
の
崇

明
島
の
開
発
で
あ
る
。
こ
の

島
の
未
来
づ
く
り
は
、
エ
コ

ア
イ
ラ
ン
ド
（
生
態
環
境
島
）

る
例
と
い
え
る
。

【
註
１
】
佐
藤
建
吉
、「
風
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
」、『
ウ
イ
ン
ド
・

フ
ォ
ー
ス
12
の
紹
介
』、
第

１
回
26
（
４
）、
２
０
０
２

／
第
２
回
27
（
１
）、
２
０

０
３
／
第
３
回
27
（
２
）、

２
０
０
３
／
第
４
回

27

（
３
）、
２
０
０
３
／
第
５
回

27
（
４
）
２
０
０
３

の
写
真
が
掲

げ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
当

時
の
洋
上
風

力
発
電
の
シ

ン
ボ
ル
的
な

実
践
例
で
あ

っ
た
。

こ

れ

も

「
未
来
史
」

と
な
る
。
同

様
に
、
欧
州

の
風
力
発
電

プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
組
織
の

Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ａ
や

Ｇ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
な

ど
の
風
力
発

の
建
設
で
あ

り
、
国
家
主

導
で
急
速
で

巨
大
に
推
進

さ
れ
た
。
風

力
発
電
開
発

も
英
国
と
中

国
の
２
国
間

連
携
で
進
め

ら
れ
た
。
開

発
が
急
速
で

あ
る
が
、
国

家
体
系
の
歴

史
か
ら
は
、

や
は
り
「
未

来
史
」
と
し

て
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
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上海市の未来都市建設の計画体系（2003年7月発行）

生
活
や
科
学
技

術
に
つ
い
て
の

未
来
予
測
を
記

者
の
取
材
で
記

述
し
て
い
る
。

当
該
時
代
の
科

学
者
・
技
術
者

ら
に
取
材
し
、

荒
唐
無
稽
の
Ｓ

Ｆ
小
説
で
は
な

い
と
書
い
て
い

る
。
が
、
未
来

予
測
の
本
で
は

あ
る
が
、
そ
の

後
の
現
代
か
ら

か
ら
の
視
点
は

俯
瞰
し
て
は
い

な

い

の

で
、


